
福祉社会学・会話分析

・遠距離介護におけるケアカンファレンスの会話分析
・遠距離介護におけるケアマネジャー訪問場面の会話分析
・遠距離介護における遠隔コミュニケーションの会話分析的
研究

・遠距離介護におけるコミュニケーション

日本社会学会、福祉社会学会、エスノメソドロジー・会話分析研究会

・遠距離介護のビデオ撮影の取材にご協力いただける方を募集しています
（謝礼有）。詳しくは上記URLの私のホームページをご覧下さい。

地域デザイン科学部 准教授 中川敦
コミュニティデザイン学科

URL: https://sites.google.com/site/anaka2600/
Mail: a.nakagawa[at]cc.utsunomiya-u.ac.jp
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研究概要

（社会活動 特許等取得状況 産学連携・技術移転の対応等）社会貢献等

今後の展望

（特徴と強み等）教育・研究活動の紹介

私は約20年にわたって、高齢の親と離れて暮らす子供によるケアや介護、いわゆる遠距離介護について研究をして
きました。私の推計では、日本では現在、約1万5千人から3万人の子供たちが遠距離介護にたずさわっていると考え
られます。こうした遠距離介護の現場に対する貢献を行うために、私は、1960年代後半にアメリカ西海岸で始まった
会話分析というアプローチを用いて、遠距離介護のコミュニケーションの分析を行い、そこで実際に用いられている、
<人々の方法>の研究（ethnomethodology:エスノメソドロジー）を行っております。現在の研究テーマは、その対
象としているデータの特徴から、主に3つあります。第1に、離れて暮らす子供、ケアマネジャー、地域包括支援セン
ターの職員などが参加して行われる、高齢の親ためのケアカンファレンスのビデオ撮影データの分析です。離れて暮
らす子供と、福祉の専門職者の間で、高齢の親のための支援の方針についての考えは必ずしも最初から一致している
わけではありません。また互いに、高齢の親についての知識についても差異があります。こうした相違や差異がコ
ミュニケーションの中でどのように調整されていくのかを、会話分析を通じて明らかにしようとしています。第2に、
ケアマネジャーが高齢の親の家を訪問し、そのタイミングで離れ暮らす子供が帰省した場面のビデオ撮影データの分
析です。ケアマネジャーは月に1回の訪問場面で、高齢の親についてのアセスメントを行い、翌月のケアプランを立て
るのですが、少なくない形で、離れて暮らす子供が、高齢の親の代弁を行うことがあります。他方で、高齢の親に対
して、直接意向が尋ねられる場合もあります。実際の遠距離介護のコミュニケーションの中で行われているこうした
代弁や意向の伺いは、「なぜ、そのような形で、そのときに(why that now)」行われるのでしょうか。また近年、高
齢者介護の文脈で、高齢者本人の思いの尊重がその理念として語られることが多いのですが、こうした代弁や意向の
伺いは、その理念とどのような関係にあるのでしょうか。会話分析を通じて、その現実の解明を目指しています。第3
に、遠距離介護の遠隔コミュニケーションの分析です。離れて暮らす子供たちは帰省を通じて福祉の専門職者と対面
コミュニケーションを交わしますが、その一方で、電話、メール、SNS等を利用した遠隔コミュニケーションも重要
な役割を果たしております。そこで私は、カシオが、離れて暮らす子供と、福祉の専門職者を結ぶために開発した
Daisy CircleというSNSを利用して行われる遠距離介護の遠隔コミュニケーションを、会話分析的なアプローチに
よって分析しました。その結果、福祉の専門職者と離れて暮らす子供たちは、頻繁に高齢の親についての報告を取り
交わすのですが、そこでは、知識の権限をめぐる道徳的なジレンマが垣間見られたのです。
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会話分析は、研究者の理論を現実に適用するのではなく、徹底して人々自身が用いている方法の解明を目指します。
それゆえ、その知見は遠距離介護の中で直面しうる場面において、当事者、専門家、そして高齢者がたちが実際に採
用可能な方法を明らかにするという、貢献が可能なのです。

アメリカの急性期病院において高齢の親と離れて暮らす子供が参加する、退院支援ケアカンファレンスの研究を行
うことを検討しております。

研究協力をいただいた事業所等などを対象に研究成果報告を行っています。

TEL: 028-689-7179
FAX: -
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